








研究目的

　個人の遣伝子型と環境要因の相互作用によって発病に至る多因子病の研究を

促進することは,心身障害を生じるさまざまな疾患の予防のためにきわめて重

要である。この目的の達成のための一つの有力な手段が,双生児研究である。

　双生児研究が,多因子病の研究に応用される時の手続きは,以下の通りである。


